
この言葉は、古くから私たちの街に伝わる

自然を愛する言葉です｡

いつ頃できた言葉かわかりませんが、

他人を気づかうという意味において

私たちにとって大切な言葉だと思います｡

私たちの街ではそれぞれが独立して

別々の家庭をもっているのですから、

それぞれが個性のある暮らしをしていてよいのです｡

それぞれの家は、家族構成も年齢も違うでしょう。

したがって、その家庭独自の暮らしとともに、

それにふさわしい個性的な家の形があってしかるべきです｡

しかし、それは他人を無視して自分（たち）だけがよければ

良いというものではありません｡

それぞれがおたがいの家の両隣りと

向かいの家たちを気づかうことによって、その隣りの家、

またその隣り……と気づかいがつながっていきます｡

このような考え方が連鎖していけば、

きっと街中が美しくなっていくことでしょう｡

今回の課題はこういった考え方の基に、

個性的な住居でありながら

他人を気づかうことによって――、

その結果自分たちの街が美しくなるであろうと思われる

住居の提案を求めます｡

戸建ての住居でも、町家形式の長屋でも、

アパートでもかまいません｡

そこに住む個人の思いが連鎖すること、

美しさとは他者を気づかうことです｡

そしてDesignとはそれぞれのつながり、

つまり、関係をデザインすることに他なりません｡

このことは建築そのものにもいえますし、

大きく都市を見ることもできます｡

つまり、このことは広く環境を考えることになるのです｡
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テーマ『向こう三軒両隣り』

すまい と ま ち の て い あ ん

■提出内容

　第１部門（住まいの設計競技）と第２部門（文章による提案）の二部門に分かれる。

〈第１部門〉

 住まいと住まいの周辺についての提案

・原則として戸建ての住宅または小規模の集合住宅を対象にし、敷地周辺についても考慮

すること。

・構造、階数などは自由。法規制についても、常識の範囲内でかまわない。

・立地状況、敷地の広さなどは各自が設定すること。

・家族構成、所要室なども各自の提案にしたがって、それぞれ設定すること。

・下記の内容を、A１用紙１枚にまとめること。

　設計概要／配置図兼１階平面図／その他の各階平面図／断面図／立面図／全体外観図／

その他、現況図面や現況写真などを示し、現況と提案内容の違いが分かるように表現。

各自の提案内容を表現するために必要と思われる説明図、スケッチなど。

〈第２部門〉

「向こう三軒両隣」についての各自の考え方・提案を文章化すること。

・下記の内容を、A４用紙３枚にまとめて、横長につなぎ屏風折りにすること。

　表題／課題主旨を受けた、2,000字程度の文章／その他、イメージを伝えるために必要

　と思われる写真、イラストなど。

■応募

　2011年４月現在、高等学校在籍の生徒とする。応募は個人とする。

・締切日　2011年８月31日（水）　当日消印有効

　詳細は、下記ホームページ内の応募要項を参照すること。

　【日本大学理工学部建築学科ホームページ】

　http://www.arch.cst.nihon-u.ac.jp/

　【日本大学生産工学部建築工学科ホームページ】

　http://www.arch.cit.nihon-u.ac.jp/

　【日本大学工学部建築学科ホームページ】

　http://www.ce.nihon-u.ac.jp/gakka/architecture/index.htm

■賞

　最優秀賞（第１部門）１点／賞状、賞品（図書カード10万円）、副賞15万円

　審査員特別賞（第１部門）１点／賞状、賞品（図書カード５万円）、副賞10万円

　優秀賞（第１部門）４点／賞状、賞品（図書カード各３万円）、副賞各５万円

　佳作（第１部門）５点程度／賞状、賞品（図書カード各２万円）

　優秀提案賞（第２部門）２点程度／賞状、賞品（図書カード各５万円）

　奨励賞（第１部門・第２部門）10点程度／賞状、賞品（図書カード各１万円）

　（賞状、賞品は応募者本人に、副賞は奨励金として応募者が在籍する学校に贈呈する。

　なお、本人と引率教員の交通費を支給する。）

■審査

　第１次審査は、審査会を開催し、優秀賞６点、佳作５点程度（以上第１部門）、優秀提

　案賞２点程度（第２部門）、奨励賞（第１部門および第２部門）10点程度を選出する。

　第２次審査は、公開による発表会を開催する。

　日時：2011年11月５日（土）

　場所：日本大学理工学部駿河台校舎　東京都千代田区神田駿河台１-８-14

　優秀賞６点の作者による発表を行い、最優秀賞、審査員特別賞各１点を選出する。

■審査員

　審査員長　横河　健（理工学部建築学科・建築家）

　審査員　　糸長浩司（生物資源科学部生物環境工学科）

　　　　　　北野幸樹（生産工学部建築工学科）

　　　　　　熊谷廣己（藝術学部デザイン学科）

　　　　　　畔柳昭雄（理工学部海洋建築工学科）

　　　　　　田所辰之助（短期大学部建設学科）

　　　　　　速水清孝（工学部建築学科）

　　　　　　サンジェイ・パリーク（工学部建築学科）

　　　　　　広田直行（生産工学部建築工学科）

　　　　　　矢代眞己（短期大学部建設学科）

　　　　　　山﨑誠子（理工学部建築学科）

■日本大学全国高等学校・建築設計競技委員会

　委員長　　岡田　章（理工学部建築学科）

　委員　　　淺野平八（生産工学部建築工学科）

　　　　　　浅里和茂（工学部建築学科）

　　　　　　糸長浩司（生物資源科学部生物環境工学科）

　　　　　　熊谷廣己（藝術学部デザイン学科）

　　　　　　畔柳昭雄（理工学部海洋建築工学科）

　　　　　　佐藤信治（理工学部海洋建築工学科）

　　　　　　佐藤慎也（理工学部建築学科）

　　　　　　田所辰之助（短期大学部建設学科）

　　　　　　冨田隆太（理工学部建築学科）

　　　　　　速水清孝（工学部建築学科）

　　　　　　サンジェイ・パリーク（工学部建築学科）

　　　　　　広田直行（生産工学部建築工学科）

　　　　　　矢代眞己（短期大学部建設学科）

　　　　　　八藤後　猛（理工学部建築学科）
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